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　　　　　　　　　　 緒　　言

　 腹膜偽粘液腫は 比 較的 稀 な疾患 と言わ れ我が 国

に於 て は 昭和 13年 に 長塩 が 国内文献 で 34例 ， 国外

文献 で83例 と の報告を見 る の み で あ つ た が 最近一

般 の関心 を惹 き嚇 03吽 に桑村 ，
肩吾和 33年に齊藤

他，本年に 入 り荻野 と相次 い で夫 々 統計的観察 の

発衷 を見 る に 至 つ た ．私共 は 最近39才 の 未産婦に

発生 し開腹手術 に よ り右卵巣性腹膜偽粘液腫 な る

事 を確 め た が 術後再発 を繰 り返 し都度再手術 4 回

に及 ぶ も遂に 皷腸 ， 嘔吐等
」

［曼性腹膜炎症状悪イ匕し

悪液質 に 陷 り第 1 回 手術後 4 年で 死 亡 した定型的

の 1 例 を経 験 した の で蝕に 報告す る と共 に長塩 の

報 告以後 の 国内文献に 見 る ユ05例に 自験例 1 例 を

加 え計 106例 に つ き統計的に 之 を観察 した 成績を

報告す る．

　　　　　　　　　 1．　 症　例

　 患者 　39才の 未婚女医

　 家族歴　母及 び叔 母が 子 宮筋腫で あ っ た．

　既往歴　生来健康で著患な く月 経も整調で月経障碍 も

な い ．

　現癒歴　昭和29年10月上旬頃か ら食慾不 振あ り羸痩及

び腹部膨隆に 気付 き右下腹部に 腫 瘤 を発見 した が 腹痛，

便秘，　月経異常等ない の で放置 した． 10月下旬頃か ら

下腹部の 不 快感現れ重苦 し く同時に 左下腹部に も小 さ い

腫瘤 を発見 した の で
，

12月上 旬当院外科 の 診 察 を 受 け

た一・

　初診時並 に第 1 同 手術所見

　
一
般状態 に異常 な く血 液所見異常 な し．下腹部は 中等

度膨隆し右 下腹部に 小 児頭大の 緊張せ る腫瘤を ， 叉左下

腹部に 固 い 凹凸あ る鍾瘤 を触知 す るが 共 に移動性 は な ぐ

腹水不明，右卵巣嚢腫兼子宮筋腫 の 診断の も と に 12月 5

日 開腹 手 術 を行 う．

　手 術所見 ：　腹腔 内に は 吸 引 不 能な帯黄色の ゼ ヲ チ ン

様物質中等量存し腸管の
一
部は 纎維素様被膜 を以 て覆わ

れ て い る．右卵巣 は小 児頭大の 多房性嚢唾 とな り嚢房壁

は極めて 薄 く後 面 の
一

部破綻 して 其所 よ リゼ ラ チ ン 様物

質が 流出 して い る の を認 め る．尚該嚢腫 の 下 3 分の 工 は
’
広靭帯内に発育 し 下端 は 薦骨子 宮靭帯附近迄達 して い

る．子宮は表面凹凸不 平の 過手拳大筋腫 と な り右側 面 は

前述 の 嚢臚 と密 に 癒着 して い る．左 側卵巣及び虫垂 は異

常な い ．依て 該 「ゼ ラ チ ン 」様物質を出来 る だ け排除す

る と共に古卵巣腫瘍剔除並 に子宮膣上 部 切断術を施行 し

た が 子 宮頚下 部 と密 に 癒着す る嚢踵壁 の
一
部は剔除不 能

で あ つ た．

　 組織的所見 ：嚢踵壁は
一

部 に於 て 上皮細胞 に被わ れ て

モ れ は
一

層 の 底在核 を有す る長円柱細胞 よ り成 り，所々

に 胚細胞を認め原形質 は粗 に して 粘液 変化 を強く認め る

　（第1
， 第 2 図参照）．

　術後診断 ：広靭帯内発育 の 右卵巣偽粘液撞に よる腹膜

偽粘液腫 並 に 子宮筋腫

　 術後経過　概ね 順調で術後 14日目 に退院 した ．

　 第 2 回 手 術所見

　 退院後約半年は 異常な か つ た が そ の 後再び腹部 の 膨隆

を認め蛙腹 を呈 し且 っ 手術創中央部に 腫瘤の 発生 を 見 た

の で昭 和 31年 3 月 6 日第 2 回 目の 手術 を施行 した．

　上 腹部 中央 よ り恥骨結合に 至 る正 中切開で腹腔 を開 く

と帯黄色 の 「ゼ ヲチ ン」様物質約 25009 あ り，小 豆 大 か

ら鳩卵大 の 「ゴ ム 」球様 の もの 多数混入 して い る．大網

膜 は大小無数 の 蛙卵様の も の で 板状を呈 し左 卵巣部 に相

等 して小 児頭大の多房性嚢腫 を認 め嚢房壁は極 め て 薄 く

一
部 は破綻 し 「ゼ ラ チ ン 」様物質が流出してい る．虫乖

は 鶏卵大の 同様 の 腫瘤 と変化 し叉前回 手術創の 中央 部 で

腹壁内に鶏卵大の 同様 の 撞瘤の発育を認めた．依 て 大網

膜の 大部分と之等腫瘤 を夫 々 剔除 した が 腹 壁 腹 膜，腸 漿

膜 ， 腸間膜及 び 「ダ グ ラ ス 」氏窩並に 小腸間 に 発育附着

せ る小豆大乃至鶏卵大の無数の 腫瘤は到底完全剔除 は不

能で あ つ た．
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第　 1　 図

第 　 2　 図

　　　　　　　　　（
一

部強拡大）

　術後診断及 び 経過　卵巣性腹膜偽粘液腫再発兼左 卵巣

偽粘液 1重で術後 の 経過 は概ね順調 4 月 3 目退院 した．

　第 3 囘 手衛所見 並 に 経過

　術後約半年は 概ね異常な か つ た が そ の後再び腹部 の 膨

躔 を来 し特 1こ上腹部に 腫瘤を触れ腹痛 を伴 うに 至っ た の

で 配 和 32年 2 月 9 日第 3 回 目の 手術 を施行 した ，

　上 腹部 正 中 切 開で腹腔を開き 胃小弯部の手拳大，胃大

弯部の 児頭大の 腫瘤を剔除 し得た が 脾臓 及 び 12指腸附近

の 腫 躑 捌 除困難で 且 つ 小 腸漿瓢 1こ 小結節の 播駈 多

数認め た が 術後経過 は概 ね順調で工8日 日に 退院 した．

　第 4 園 手 術所見 並 に経過

　術 後 約 半年は 概ね異常な く勤務 し得 た が 其の 後再 び腹

部 の 膨隆 を 来 し特 に 懸 部 に il
・Rく，且つ 便磁噸 識 痛

を 伴 うに 至っ た の で昭和 32年 9 月11 日第 4回目の 手 術 を

施行 した e

　当時腹部 は軽 く膨隆 し右悸訪部及 び石 下 腹部に 固い 抵

抗を触 れ 上 腹部の 手 術創部 に手 拳大 の 瘢痕 ヘ ル ニ ァ，下

部腹 の 手術創部に 手拳大の 嚢捶 を認 め た，

　心 窩部 よ り恥骨結合迄の 正中切「甄で腹腔を 開 くに肝候

下
， 廻盲部，S 字結腸間膜 に 夫 々 鵞卵大 の ，胃小弯部

に林檎大の，脾部及 び腸間膜部 に 夫々 手拳大の 帯黄色 蛇

卵様腫瘤 を認 め る 他ノト骨盤腔内は 之等腫瘤で充満す る と

共 に 胃腸 の 漿膜 面 に は無数の 小結節が附着 して い た．之

鴬 を 出来 る だ け剔除し 「ナ イ ト卩 ミ ン 」50田g を生 理 食塩

水 40ccに 溶解 して 注入 し腹腔を閉鎖 した．術後 は 既ね 1貝

調 に 経過 し同 月21H に 退院 した．

　 第 5 回手 術所見及経過

　そ の 後約半年は腹胤 便秘 に苦 しみ な オち も勤務1・r 従

事 し得 た が 昭 和33年 8 月頃 か ら再び腹部の 膨隆 ， 食後の

腹部膨満時に 嘔吐 を来 し漸時悪液質に陥り 9 月頃 か ら臥

床す る に 至 り10月 2 日入院 した．当時血色素丁8％， 赤 血

王」〜　372フヲ
，　白血 球 500G，　全血 」⊃ヒ重　1．049，　エ血漿圭ヒ畫巨　1．vO

26で 尿に異常な かつ た が悪液質強く腹部は 強 く膨】瑾 し弾

力［th固く両側腹部 に か た い 腫瘤を触れ末期状態で あつ た

が 「イ レ ウ ス 」症状 を起した た め 同月13口第 5回 目の 救

急手術 となっ た．

　先ず右側次い で 左側と直腹筋外縁切開で 2方向か ら腹

腔 を 開い た が 鬪 蚋 は 既述の 「ゼ ラ チ ン 」様物質 で ブ髄

し腸管は殆んどそ の i戸に 埋没さ れ た 状態で通過蹄碍箇所

の発見ぱ 全 く困難であ つ た．出来 る だ け 「ゼ ラ チ ン ユ様

物 質 を排除す る と 共に 腸管の遊離術を施行中上 腹部で腸

管 を損傷 した の で之 を縫合 した が 術後も 「イ レ ウ ス 」症

状緩解ぜず絶望状態とな り史に術後 8 日 目 に 左 側創部 に

糞瘻形成せ られ 衰弱加わ り術後20HIC 死亡 した，

　死後腹部剖検に よ り腹腔 内は 「ゼ ラ チ ン 」様物質 で 充

満 せ られ ， 諸臓器は 之 の 中に 埋 没 レて 不 動 の 状態 とな つ

てい るの を知っ た が ， 肝 ， 腎，膵 ， 組織内へ の 腫瘍浸；閏

は 見 られ な か つ た ．

　　　　　　　　 2． 統計的観察

　嬲 莫偽粘液腫の 統計的観察は ロGfU13年に長塩 の 本チ刷

34例 ， 外国 例 83例 に 関す る報告 を見 るの み で あ つ た が，

近年に 至 り
一i の 注 目せ られ る 処 とな り昭和 32年：こ桑村

他 が そ の後の本邦文tu4・1例 に つ き
，

昭 和 33年に 濠 斎 藤他

が 明治31r年以来の 本邦例 105例に つ き， 叉本乍に 入 り荻

野他が 本邦 例 75例 に つ 誹 日次 い で統謙 欟 察 の 発表 を見

るに 至 つ た。

　 私共 も今 回 の 貴重な経験 を 機 とし臨 の 報告以 後 の 本

邦文献 に つ き統計的観察 を企図 し腹膜 偽 （仮性）粘液瞳

並 に 膠 （様）腹等と して 報告せ ら れ た もの を集録 した と

こ ろ約 1二傍1に達した が之 登検討整理 し同
一
症例を再度

発表 して い る 場合 は第 2 朋 の が
｝59服 闘 7卿 〕’°2

遊

馴
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削除 し叉癌腫に由来 したもの
4S）4S）

及び文献を調査 し得な

か つ た もの
2δ 闘 を除外 した 105例 に 自験例を 加 え た 計

106例に つ き若干 の 統計的観察 を試 み た．

　 1． 性別

　男性 3，g例，女性 73例で男女 は 1 ： 2．2と な り遥 か に 女

性 が 多 く且 つ 女性 を経 産 回 数 の 判明せ る者の みに つ き見

る時未産婦の 1綱 に対 し経産婦 は 26例で見か け上 は経産

婦に 多 い （第 工，第 2表参照）．

第 1 表　性別 調 査 表

性 別 幽 　数 　計

第 3表 　発 生 年 令 調 査表

年 　　令 男 女 計

〜202

］〜30L1

−−4e41
〜5051

〜6061

〜70

171
〜

男

1

“

7

女

9862

計 　　 1　 33

4＋

78

48

13

15

1818

33

一
b73

26ワ離

2

未　 産 　 婦

経　 産　 婦

1未盤 別 不 祥

17263073106

第 2 表　経 産 回 数 別調査表

・数 lk、麺 、Z、1・− i・ H・1　…
繖 1・ ・ 173122r・・

472

106
サ

第 4 表 　原 発 巣調 査三表

原 発 巣 男 女 計

卵 巣

虫 垂

卵．巣 ・虫垂

そ　 の 　 他

不 明

25

26

計 33

弱 57

102 3522

4 10
73 106

註 ．そ の 他 は 後腹膜 ・腸間膜根部各 1 と す る

第 5 表 　原 発卵巣 の 左 右別 調査表

　 2．発生年令

　乳幼．児を除 き殆ん ど各年代に見 られ最年少は 宮崎
3C ）

の

lC才 （卵巣性）で最年長は奥村
41 ］

の T5才 （虫垂性）並 に
一

丸
窒η

の T5才 （卵巣性）であ る．一
般 に は 80一アO才 と 中

年 以 後 に 多 く特に 50才代 に 多発 を認め た （第 3 表参照）．

発生 軍令 の 総平均 は 50．0才で之を性別 に見 る と男性49．？
才，女性 50．工才で原発巣別 に 見 る時，虫垂性は男性 4B．8
？
’
e 女性55．G才 ， 卵巣 性 は49．2才で あ つ た．

　 3． 原発巣

　卵巣 産57例で最 も多 く次い で 虫華性 35例， 後腹膜並に

区 分 墜産 婦 「経 産 婦
．柔

経

調 計

右 　側　 　 　 　 　 5

左 　側

両 　 側

側 不 詳

計

71

（1）

21511

｝

11〔1｝　 　 　 　 如 〕　 　 　 　 　 　 　 　 20（2｝

7（3｝

2

　 3｝
23困

5Cl）

2（1｝
819

〔3〕

19〔4〕

5〔2）

1357

〔81

　註 ． （　） 内 は 虫垂 変化 を 合 併す る もの の 再 記 と す

腸間膜 根 部か ら発生 せ る も の 各 1例
』
ど原発巣不明の もの

10例あ る （第4 表 参照）．

　卵巣牲の 発生例の 判明せ るもの 右側 20例，左側ユ9例で

第 6 表　原発巣別性 別 年 令 別調査表

f　　 原発 巣
　　　’
　 　 　 　 　 性

年令 　
”．．丶．

卵　　巣　　虫　　垂

，、瑞 「一 ．一

・ 幻 馴 女

　 　 　 3

31〜40

　 　 4工〜50

　　51稀 ol−
　 　 61〜7071

〜

計

681077

J．2　　　 5

14　　　 4457225

1

242

」

ユ
ー0

卵 巣 ・虫 垂

男 1・

兎亠

1

1 、

そ の 他

男　 　 女

一一一

不 明

男 1女

1

1
1＿．2

　 22

111

．
計

4

2

815

6

262…
22474

」106
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差異〆 忍め られな い が 回時 L 虫重、二麦 fヒ訌認 め る もの 8

例あり，之が 原発巣 の渋定 に際 し時 に 困難を 来す 原因 と

漁 る （第 5 表参 照 ）．

　虫垂性 は男性25例，女性10例で男性 が遥 か に 多い ．

　原発巣性別発生 年令相互の 関連 を調査 した成繍 よ第 6

表 の 如 く卵 巣 原 発 の もの は 殆 ん ど各年代 に 見 ら れ るが 虫

並原発 の もの は男性で 」31才 （長岡
22 ，

， 福島
e°）），女性で

｝： 23才 （福原
3η
）が 最年少であつ ’こ ．

　　　　　　　3．　総括並 びに考按

　 1、脾膜偽粘液腫の成因並に 本態

　最初 は 腹 膜 の 原 発 性 変化 と考 え ら れ virchOW 　I』 慢性

殺液腫様腹膜炎 と名付 け腹膜結締織 の 粘液変化 とし たが

賛成者な く今 日に 於 て は 続癸挫裂化漁る事を疑 う者はな

い ．唯 之 の 原発巣 に 門 して は Olshausen の 卵巣説即 ち

原発巣は すべ て卵巣腫瘍 な りと す る 説 と Bondy の 虫 垂

’
？ ii即 ち原発巣 は 虫工 の 粘液瘤叉 は そ の 特殊型 な る 織 夜

球形成症 とす る説の 2 読が あ り共 に
一

般 に 承認 され て い

る．然 し時 に は 卵巣 と虫垂の 両者 に変化 蓬認め 何 れ こ 原

発巣 とす る か判定 の甚だ 困難の 場合 が あり，叉 卵巣並に

虫垂に 変化 な く腸管 ， 臍膨門膜尊管等 に変 化 を 忍 め る 場

含 ， 或い は 原発巣 の 確認の 全 く困難な 場合等 も報告tttら

れ て い る．

　 他万 腹膜偽粘液腫 の 本態 に 関 して は Werth の 異物腹

厂炎説 と   lshausen の 移植転移説 とが あ り共 の 後の 研

　J者 v は 後者 に 賛成す る署が多い ．Novak は卵巣仍粘

液腫 の 自潰 に よ り偽粘液 上 皮細弔 が腹膜面 に移植せ られ

之 が 分 泌汁動を継続 し腹腔内 に 漸時膠様物 質が 畜 積 し て

所謂腹膜偽粘液腫 を形成 す る と述べ 叉 虫垂 に 障碍 の あ る

場合 そ の
一
部の もの に於 て は 虫幸 の 上 皮細胞 が 口吩 自勺に

或 い は 全 、び卵巣偽粘 液 腫 と 同 じ上 皮 細胞で置 き換え ら

れ 之 が 虫垂の 粘液瘤（Mucocele ）と呼ばれ る 状態
’
ご卵

N ・

の な い 場 合の腹膜偽粘液唾の原因 で あ ろ う と 述べ て い

る．叉 之の 組織 ， 由来 に 関 して は卵巣偽粘液腫 は 卵巣偽

ム チ ン 蠱 暉 の 特殀型であ り卵 未偽ム チ ン 爨腫 を腸粘膜 の

み 偏頗的 IL発育せ る内胚葉性 の 畸型腫と解す る Hanau
，

R ．Meye ゴ，　Ribbert ，　Novak 等 の 見 斛 は 腹膜伽粘液腫

の 原発巣 と し て 卵巣及 び 虫 垂 以 タトに 稀 に腸管或い は 臍腸

間朕与 管よ り本症の 発生 を 認め る 串に よ り有力視 さ るべ

き と思 う，

　 2．性 朋

　 男女の 比率 に 関 して は 長塩は 1 ： 0．8 （19 ：15），Elbe

も 1 ： D．8 （40 ：32） と男↑主に 多い と言 うが桑村は 1 ：

　2，7 （12 ：32），斎藤、ぱ 1 ： 1。4
， 弘野 は 1 ： 1．ヨと何れ

も女性 に 多・い と言 う．

　私共 の 106例に 於 て も 1 ： 2、2 （33 ：T3）と女性
〒
多

発 を認 め た が 之は 卵巣性 の もの は女性 に限る を 以て 総数

に於て は 必然的に女性に多い と言う結果 を示すもの と解

せ られ る．虫垂性 の み に 囲 して比 較す る 時長臨 は 16 二

5 。桑村 は 9 ： 5
， 斎藤は 36 ：12で私共の成績 も25 ：］．G

で男性 に 多発を認 め た．

　 3。発塗年令

　卵巣偽 ム チ ン嚢腫 の 20〜50才特に 30才代に 多い の 1L比

し 卵巣偽粘液腫 は 更に 年 長者 に 多 い と言 わ れ桑村の 評 ミ

に 於 て も40才以後に多 く50才代が最多数を 占め 私共の 成

績も前述の 如 く30〜TO才に 多 く最多数 は 50才代で従沖の

報告 と
一

致す る．

　発   平均年令に 関 レ ては長塩は 本邦文献34例 に 於 て 」

11

43才，外国文献83例L 於 て は 48才 と 言 い 荻野 は 男性 46

才 ，女性47。5才 と言 う．私共 の成 績 は総 平 均 50．0才，（男

性 49，丁才 ， 女性憩 ．1才）であ り原発巣別平均年令 も 長塩

の 卵米性 44才，虫垂性男女共 に 41才に 比 し私共の は卵巣

性 49．2才，虫垂 性 は 男性48．8才 ， 女性55．0才 で全般的に

長塩並に 桑村の 報古 よ り更 に 年長者 に多 く見 られ た ．

　 4．原発巣

　長塩 ぽ 本邦文献 に 於 て 虫 畢 性 羽 例，卵 耳二牲 8 例，胆

嚢，前 立 腺 不 明 各 1例，外国丈 献 に 関 し て は 虫垂性 49例，

卵巣性 26例 ， 珪万管 3例 ， 臍腸間膜導管1 例，不明 4 例 と

言 い，桑村 は本邦文献に 関 して 虫垂性 1蜊 （男 9例．女

5例），JJe・巣性 ユ8例 （右側 6 例，左 側 11例，側不明 1 例），

腹壁 ， 後舮膜 ，

5 丸
， 各1 例，不 明 5 例と言い

， 斎藤 は

虫垂 性 49例 （男 36例，女12例，性不詳 1 例）， 卯果性 32

例，虫垂卵巣陀 6例，前立鳳 腹膜後壁 ， 後腹膜，腸聞

膜尊管 ， 子 1　；ts， 附属器 各 1 例 原発巣 不 明 7 例 ，
不 詳 5

例 と述べ てい る．

　 私共 の 成績は虫垂性 35例 （男 25例，女　．to例）．卵巣性 57

例 （右側20例 ，
左 即 9例，両側 5 例 ， 側 不 詳膃 例〕，後 1

膜 ， 腸間膜根部各 1 例，原発巣不明10例 で 卵巣 性 が多 数

を占め桑村の 報告 と
一

致 した．叉桑村の 報告に於て卵巣：

性 18例中剛 急 こ 虫 重粘液嚢 腫 を伴つ た もの 4 例と述べ て

い る ガ 私共の 調 査 で も前述 の 如 く卵 巣 性 5丁例 申 8 例 に 於

て 同時に 虫ー に 麦化 を認め た が 之が 時 に原発栄の 判定 を

困難な ら し庭）虫垂卵巣性 と し て 報午 せ られ た もの と思

うs 之 の 点 に 関 し 「ゼ ラ チ ン 」様物質 の 化学的検索 に
’

り或い は 虫垂性 と卵巣性 ヒ 鑑別 し得 る か も知れぬ が 未 だ

報 告 に接 しな い ．

　 5．臨 床症状及 び 治痩、

N 工工
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髣

　胸部の 膨大乃 至 は腹部膨満感 ・腹痛 ・食慾不 振 ・哀弱

等 の 慢性腹膜炎様症状に よ り受診 し卵巣嚢捶或い は 腹部

腫瘤 として 手術後初 め て 本症 と診断 さ れ た 報告 が 大多数

を占め 時 に は術前に 試験穿刺 に よ り本症を 診定 し得た報

告 も見 られ るが
一
般に は 手術後診断である．

　夊．治療 法と して は 手 術的 に原発巣は 勿論腹腔内の 膠

様物 質 を出来 る だけ完全 に 除去すべ きで長塩 に よ れ ば

Hanock
，　Harry は

一
見異常が な く と も 卵巣及 び 虫垂剔

除を推賞 して い る と言 う．術後の 「レ 線照射」 及び 「ナ

イ 1・ロ ミ ン 」 使 用 に関 して は 有効 とす る 2 ， 3の報告を

見 る の み．

　 6． 予後

　虫垂粘液瘤に 由来す る も の は 比 較的再発 も少 く予後も

良 好 な る に 反 し卵巣偽粘液腫 に よ る もの は粘液量も多

く叉原発巣を除去す る も再三 再発を繰り返 し数年の 経過

中に 次第 に 悪液質 に 陥 り死 の転帰 を と る を普通とす る と

言 わ れ て い る，即 ち本 症の 経過は 緩慢であ るため予後の

判定 は 慎重な る を 要 し少 くも術後数年間 の 経過観察を

必 要とす る． 此 の 意味 に 於 て 今 回 の 私共 の 調査 した 本

邦 文 献 105例 は観察期間不充 分 な る もの 多 く為に 予後 に

関する 統計的観察は 不充分で あ るが 予後 不 良 と推定 さ れ

る記載即 ち再手術5 例， 再発 5例及 び死 亡 16例 （1 年以

内 7例，2 年以 内 2 例，3 年以 内 3例 ， 3 年以 上 3例，期

間不 明 1例）で之等 の 平均期閲は 2 年で最長は池本 の 5
年 の 報告は 本疾患の 悪性 な る事 を物 語 る もの に して Ke−

rmauer は腹膜 変化 の 大部 を癌腫 と 見散した．安藤も再

発 の 少か ら ざ る事及び組織的所見 に於て 時 に
一
部に 悪性

態度 を認 め る事か ら此 の 謎 に賛同 し てい る，

　　　　　　　　　　結 　　論

　1． 39才未産 婦 に 発 生 した 右卵巣性腹膜偽粘液

鍾 で術後再発 を繰返 し再 手循 4 回に 及ん だが漸次

悪液質に 陷 り 厂イ レ ウス 」 を起 して第 1回手術後

4 年 で死 亡 した 1 例 を報告 した 。

　2． 昭和 13年長塩 の報告 以後 の 国内文献 105例
に 自験倒 を加 えた計 106例 に つ き若干 の 統計的観

察 を試み た ．そ の 成績は ，　　　　　　　　 、

　1） 性別　男性 33例 ， 女性73例で 女性が 遙か に

多 く男女比 は 1 ： 2．2 で ある ．省見か け上 未産 婦

に 比 し経 産 婦に 多 い ．

　2） 発生年令　総平均年令50．0才 （男性49，7才，

女性50．1才 ）で 一般 に 30 〜70才 に 多 く50才代 に最

も多 い ．

　3） 原発巣　卵巣性57例 で最 も多 く，次 い で 虫

垂性 35例 ， 卵巣虫垂 性 2 例 ， 後腹膜並に 暢間膜根

部各 1 例で原発巣不明 の も の 工0例 ある．卵巣性に

於 て発生側 に よる差異 は認 め られ ず虫垂 性は 男性

25例，女性10例で 男性 が 遙か に 多 い ．

　 （擱筆 す る に 当 り御協力 を 賜 つ た 外科 部長 羽 石 先 生 ，

国 立 道 川 療 養所 長 黒 丸 五 郎 先生 並 び に 照 会に 対 し 御回 答

を戴 い た 諸 先 生 に 深 謝 致 し ま す ）

　 （H召34，　11．　1 記）
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6， 　200 （H召23）．　− 14）尾 河 ： 産 と 婦 ，15311 ，394

（昭 23）．　
− 15）高橋（茂）： 産 と 婦 ，16 ： 6，　27〔｝（昭
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，
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（昭 28）．− 38）斎藤（純 ）： 外 科 の 領 域 ，1 ： 9，747
（昭 28）．− 39）山 田他 ： 福 島 医 学 ， 3 ： 1，123（昭

28）．− 40）中村（智）： 日外会 誌 ， 54 ： 2，172 （昭
28）．− 41）奥村他 ： 日 外会 誌，53 ： 11，934（昭

28）。− 42）板垣 ； 日 大 医誌 ，12 ；12 ， 1126（昭 28）．

壷
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− 47）瀧他 ： 口 消 化 会

誌 ， 5ユ ： 5，172 （昭29）．− 48）小島他 ： 口病 会 誌，
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，
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，
31

（昭 29），− 53）蔵 田 ： 四 国 医 会 誌 T5 ； 4
， 304（昭

29）．　− 54）　金 畢予： 外示斗の 領 城 ，　3　：4，　268（昭 30）．
− 55）小 林 他 ； 内 科 の 領 域 ， 3 ；2，109 （昭 30）．一
一56）　中書寸f也　：　富 L廴1医遁 幸艮，　　101

．
弓
・3　（昭30），　

−
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，
477 （昭 3の．− 61）小島

他 ： 疵 ，46 ：2，240 （昭 30）．− 62）福井他 ： 日 産 婦

東 京 部会 誌 ， 4 ： 2 ， 81 （昭 30）．− 63）向井他 ：東

京慈恵 誌，　70　： 4
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婦 ，22d2 ，1118 （昭 3 ）．− 66）岩本他 ： 臨内 小，
11　； 3，　183　（目召31）．　− 67）　干 f呆イ也　：　　匹上界 ，　8　：5，

699 （昭31）．一一68）井．．ヒ他 ： 日本 外科 宝 函，25 ；4，
440 （昭 3D．− 69）望 月 ： 日 外会 誌 ・E7 ： 1 ・57

（昭31）．− 7D）渡辺他 ： 四 国 医誌 ， 9 ：3，164（昭

31）．− 71）飯 田 ；　目 外会誌 ， 57 ： 1
，
2e7 （昭 31）．

− 72）柴田 他 ； 日赤 医 学，9 ：5，373 （昭 31）．−

73）石 山 ： 逓信 医 学，8 ： 7，549 （昭 31．）．− 74）河

食他 ： 順 天堂医学誌 ・ 2 ： 3，198 （昭3D ．− 75）

八 木 ； 目外 会 註 ， 58 ： 1
，
207 （昭 32）．− 76）大 久

保他 ： 日 外会 誌 ， 57 ：10，1794 （昭32）．− 77）加

来 ： 産 と婦 ， 24 ： 2，128 （昭32）．− 78）今井 ： 世

界，9 ；2，175 （昭 32）．− 79 ） 桑 村 他 ： 四 国 医 学

誌 ，10 ：6，498 （昭 32）．− 80）川上 ： 臨 婦 産 ，11：

8
，　514　（昭32）．　

− 81）　大森イ也　：　岡 山医会 誌・　69　：

2，　604　（昭 32）．　− 82）　孤塚他　： 臨 婦 産，工1　：8，　524

（昭 32）．− 83）佐藤 他 ： 世 界，9 ： 5，558 （昭 32）．
− 84）大森他 ： 外科 の 領 域 ，5 ： 9，773 （昭 32）．−

85）竹内他 ： 治療 ・39 ： 11・1277 （昭 32）．− 86）

有馬 ：　目赤 医 学，　10 ：　2 ，　82　（1｛召32）．　
− 87）　野非寸

他 ； 世 界 ， 9 ： 9 ， 1087（昭 32），− 88）小 関 ； 青

森 中 病 医 誌 ，2 ： 1 ， 68 （昭32），− 89）武 藤 ： 臨

床 ．1本 ，3 ：Z2， 823 （昭 32）．− 90）寺島他 ： 巨

〜彦病 会 誌 ，　54 ： 5，　243　（昭 32）．　− 91）　田 島他　：　名

古屋 医 学 ， 74 ； 1，
234 （昭 32）．− 92）中西他 ： 兵

庫 県 医 誌 ， 3 ： 3，4 （昭32）．− 93）望 月他 ； 日 臨

外会 誌 ，18 ： 6 ，37 （昭 32）．− 94）萩 野 他 ： 日 外

会 誌 ， 58 ： 10 ， ユ648（昭 33）．− 95）平井他 ： 癌 の

臨 床 ， 4 ： 1 ， 80 （昭 33），− 96）井上 他 ： 外科 ，

20 ： 9，763 （昭 33），− 97）斎藤 他 ； 癌 の 臨 床，4 コ

4，257 （昭 33）．− 98）和賀井他 ： 診 と 治 ， 46 ；8，

1101（昭33）．− 99）佐藤 他 ：消 器 病誌，6 ： 9，569

（昭 33）．− 100）鈴木 他 ： 福 島 医誌 ，8 ：2，207

（昭 33）．− 1e1）今井他 ： 世 界 ， 10 ：10・15］9（隅
33）．　一　工02）　萩里予f也　：　外 科領 域，　7　： 1，　1　（目召34）．
− 　103）　宴村 fLb　： 臨 婦 産，　13　：　6，　525　（昭 34）曾　一

104）五 十 嵐 他 ； ペ レ ス 1・γ 文 献 集 ， 5 （昭34）．−

105）医学 中 央雑 誌 ： 58〜 14，　8＃一．− IG6）世 界産

女帚綜覧 ： 1〜 7 ： 86
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